
 

 

 精神疾患を発症して休職している社員が提出した主治医の診断に疑問がある場

合に，会社が医師を指定して受診を命じたところ当該社員が指定医への受診を拒絶

した場合は，休職期間満了時までに，債務の本旨に従った労務提供ができる程度に

まで精神疾患が改善していないものとして取り扱って復職を認めず，退職扱いとす

ることができることもあります。 

 

Ｑ１５５．精神疾患を発症して休職している社員が提出した主治医の

診断に疑問がある場合に，会社が医師を指定して受診を命じたところ

当該社員が指定医への受診を拒絶した場合は，どのように対応すれば

いいでしょうか。 


